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１．視察レポート

（1）工賃水準ステップアップ対象事業の作業の状況

　●キーワード：コア事業「ウエス事業」のインストアシェアの拡大

・ 現在、ウエス事業に携わる利用者数は66名で、工賃の月額平均は19,354円。３年間で工賃月額を45％アップの28,000円支払うためには、6,848,000円の利益が必要である。コンサルタントの評価によるとコストダウンの余地は殆ど無いとのことだが、売上（受注）拡大および業務効率改善が必要となり、そのためには、職員の意識改革、営業工数の確保が必要不可欠である。
（2）利用者の工賃アップに対する意識

　●キーワード：・利用者により、意識の差がある

　・ 現段階でも、納期や品質に対する意識もあり、今すぐ一般就労に移行できるのではないか、と思われる利用者もいれば、自分の担っている仕事に対し目的意識を持たず、自分のペースでただ作業をしている利用者もいる。

・ 長時間働く体力があると思われる利用者も、働く時間が短い。理由について職員にたずねると、「時給単価が安いので、拘束時間を数時間延長することを薦められない。その分、早く退所してプライベートな時間を有意義に過ごしてほしい」とのことだった。利用者に直接確認することはできなかったが「工賃がアップすることによって生活が今より豊かになる」という意識を持っていない人も多いように思えた。終了時間になった途端に機敏になり、表情も明るくなる利用者を見ていると、仕事中との意識のギャップを感じる。工賃アップ以前に、基本である就労意欲を育てる必要がある利用者も少なくないように感じた。
（3）職員の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・職員により、意識の差がある

・ 積極的に取り組もうとしている職員が多いが、「忙しいから余計な仕事は増やしてほしくない」というニュアンスの発言をする職員もいる。同じウエス製造（布を裂く）作業をしていても、作業場が異なるだけで、時間の流れ方も緊張感も違っていた。

・ 地域ネットワーク会議の委員の意識は、特に高いと感じた。これまで外部のさまざまな研修を受講したり、過去にもコンサルタントや地域と連携を取りながら新規事業に取り組んできた職員と、長い期間利用者への支援を中心にしてきた職員との意識の差がある。

（4）常務理事の工賃アップ（事業への取り組み）に対する意識

　●キーワード：・ぶれない目標と組織として「工賃アップ」に取り組む

　　　　　　　　・本事業の取り組みにより、職員を育てる

・ トップとしての志は高い。その意志を受けて管理職がうまく若手を巻き込みながら、本事業をすすめている。

・ 管理職層と充分にコミュニケーションがとれているようで、信頼関係も確立されている。事業経営について、相当な部分を管理職に任せている印象をうけた。

・ 利用者の工賃アップと並行して、職員の意識改革や専門スキルの向上にも力を入れている。

（5）地域ネットワーク会議の開催状況
　●キーワード：・バランスの良いメンバー構成

　　　　　　　　・ネットワーク会議と課題毎のプロジェクトチームの連携による取り組み

・ 委員に、経営コンサルタント、地元企業、商工会議所、行政職員、雇用開発協会に加わっていただくことで、一般市場や労働分野の視点など、これまで意識したことのない職員にとっても、新たな視点で物事を考える良い機会となった。

・ 組織としては、ネットワーク会議の下に「設備移転計画プロジェクト」「職員教育プロジェクト」「新報酬制度構築プロジェクト」「営業力強化プロジェクト」の４つの課題毎のチームを設置し、いつまでに、誰が、何をするかを具体的に示し、目に見える進捗管理を行った。

・ 外部委員から積極的に課題提起や解決策のアイディアをご提案いただき、それをうけて内部委員が積極的に取り組んだことで、委員間の良い関係が構築できているように感じた。

２．視察委員の評価

（1）対象事業（対象作業科目）選定プロセスの評価

　●キーワード：・１９年の歴史あり、マーケットが成熟した事業の改革

　
　　　　・携わる利用者が多く、事業全体に与える影響が大きい事業を選択

・ 現状、携わっている利用者が最も多く、事業全体への影響が大きいことが選択理由の一つとのことであるが、これまで作業環境、作業効率など経営的視点でチェックしたことがなかったことから、事業の抜本的見直しや事業拡大のノウハウを蓄積することができる。このノウハウを活かし、引き続き取り組むことで、法人全体の利用者全員の工賃アップが期待できるのではないか。

・ 社会就労センター・セルプ南風が宇部観光コンベンション協会や宇部商工会議所と協力して生み出した「月待ちがにせんべい」は、平成17年度山口県特産品振興奨励賞を受賞し、山口宇部空港、ＪＲ新山口駅、市内の大型店などで販売されている。利用者による手作りのため、受注に対し生産量が追いつかない状況もあるようだ。今後は、この事業の作業環境をさらに整備し、事業拡大をはかることによっても、携わる利用者数の増員および工賃アップが期待できるのではないか。
（2）具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）

　●キーワード：・今年度は、現状把握による課題抽出、計画作成まで

・ 工賃アップのために不可欠な「売上」拡大のための取り組みをはじめ、計画作成の段階で時間切れとなった。

・ 売上を伸ばすことを中心に取り組む計画になっているが、同時に対象人数の見直し（他事業への再配置＝他事業の拡大）も検討する必要があるのではないか。


（3）改善計画・計画実行スケジュールの評価

　●キーワード：・計画作成のための準備に手間取った

　・ これまで、経営的視点で現状把握、課題分析などを行ってこなかったためか、計画作成までの作業に予想以上の時間がかかったようだ。課題分析のプロセスを丁寧にすすめてきたとも言えるので、今後の実施とその成果に期待したい。

・ 長期間かけることを前提とした計画になっているのではないか。１年ごとに計画をみても、かなりゆったりとした計画に思える。1ヶ月ごとの計画を積み上げた結果を長期間で見通す、という作り方になっているのだろうか。営業力強化については、平成19年度に入っても「計画立案」が多いが、すぐにでも実施できることもあるように思える。職員の教育（意識改革）は事業の成功の鍵であり、緊急性がある。その他にも、先送りせずに、今すぐにも実行した方が良い（実行できる）内容も多いように感じる。

（4）地域ネットワーク会議の効果についての評価

　●キーワード：・具体的な事業推進に力を発揮した

　　　　　　　　・事業計画半ば、推進にあたっては今後の協力体制の確保が必要

・ 外部の委員からは、課題把握、分析、目標達成などそれぞれのプロセスにおいて、積極的にご提案いただいたが、「勉強の場」と捉えている職員もいるように思えた。確かに、異業種・異文化交流をすることで「気づき」や「学び」はあるが、その「気づき」をもとに、自ら行動することが重要である。委員の皆さんからご提案いただいた中で、効果が期待できそうなことで、大掛かりな準備が要らないことは「とにかくやってみよう」という気持ちを持って行動してみる力（勢い）が、もう少しあっても良かったのではないか。

（5）コンサルタント等の指導に対する評価

　●キーワード：・指摘内容は客観的で、核心を突いている

　　　　　　　　・指摘、指導を前向きに受け止め、できることから実行していくことが重要

・ 施設側からみて「厳しい意見」と言われることでも、一般市場と全く同じ視点で指摘しているのではなく、遠慮があるように感じた。何が課題なのか、何故改善する必要があるのか、などを職員に分かり易く説明いただいたので、理解はできたと思われる（全員が納得したかは疑問が残る）。今後実行していく中で、引き続きコンサルタント等の客観的な視点でご指摘、ご指導いただく必要がある。以前、新製品開発時にも商工会議所など外部コンサルタントを活用した経験はあるが、今回は 「施設が担うべき役割とコンサルタントが担うべき役割の認識にズレがあったこと、また施設側の基本姿勢が受動的だったため、本来のコンサルタント業務にとりかかる前に、 “工賃をアップする必要がある”ことを説明しなければならない等、当初予定になかった工数が必要となった」というご指摘があった。今後、全国に展開する場合には、外部コンサルタントを活用した経験のない法人も多いと思われるので、施設長が「工賃をアップする必要がある」ということを職員や利用者が理解し、関係者全員が１つの目標に向かって取り組めるよう準備をしておく必要がある。

（6）総合評価

　●キーワード：・ＰＤＣＡサイクルを加速する必要がある

・ 職員の中には、積極的に推進して行こうという高い志の方と、本取り組みに対し疑問を抱いたり、納得できない方が存在する。後者の意識が変わるように、さらなる説明や指導も必要ではあるが、前者の取り組みにより、目に見えて効果が現れてくることでも、意識の変化が期待できる。全国的にみても、「意識改革」は大きなテーマなので、以前から実施している職員および利用者のスキルアップ研修の効果も、より詳細に報告いただき、効果の大きいものは、ぜひ全国に普及していきたい。

・ 当初、職員および利用者（保護者）に「工賃アップ」の意識が低く、方向性を１つにすることに時間がかかったうえに、計画作成（Ｐlan）に多くの時間を費やし、実行（Ｄo）に至らなかった項目が多い。実行して行く中で新たな課題や方向性を変更しなければならないことも発生するので、ＰＤＣＡサイクルを加速していただきたい。

・ 今回は間に合わなかったが、今後、工賃が上がっていく過程における利用者や職員の意識の変化にも着目いただき、ご報告いただきたい。

３．今後の課題と展望

  ●キーワード：・事業内容をゼロリセットで考えてみる

  ・「工賃が上がらない」「作業スピードが遅い」の真の原因を探求する

・ 成果を出すには、職員の力量が影響するところでもあるが、コンサルタントに指摘されたように、市場拡大の限界に突き当たるかもしれない。その場合には、引きずることなく早めに切り替える必要がある。現状のウエス事業の受注量（生産量）を減らすことなく、担っている利用者および職員を縮小してみるという考えもあるかもしれない。人員を減らした環境で生産量を維持するということは、作業道具の整備（同じ作業であるにもかかわらず、専用の道具を使っている人と手作業の人がいる）、レイアウトの見直し（全体の作業の流れにそったレイアウト。作業スペースも通路も無理と無駄のない広さで）、不要物の完全処分（無駄なスペース削減）、ひとり一人が納期と品質を意識する訓練カリキュラムにするなど、多数の改善が必要となる。また、ウエス事業に携わらなくなった利用者と職員は、例えば「月待ちがにせんべい」など、作業環境を整え、販路を拡大すれば売上・利益ともに伸ばすことが見込める事業に再配置するなど、法人としての事業再編および人の再配置を検討することが求められる。

・ 今後は、東海大学教授の唐津一氏が（日本経済を救う手だてとして）提唱している「新幹線方式」の発想で取り組むことに期待したい。この新幹線方式とは、一口で言えば一度白紙に戻し、ゼロから組み直すというものである。「新幹線は高性能の列車が全速力で走れるようにレールも信号方式もすべて新規に開発する。在来線では、どんなに無理をして改善したとしても、時速200Kmのスピードは出せない」。これに例え、従来のやり方を小手先だけ変えていく「在来線の改善」という安易な方向ではなく抜本的に「組み直す」という発想の転換の「新幹線方式」により取り組むと、さらに大きな成果が生まれるのではないか。
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